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編

集
室
よ
り

※環境保全のため、古紙配合率60％再生紙と
　植物油インキを使用しています。

　
私
達
広
報
委
員
会
の
６
名
は

担
当
職
員
１
名
と
共
に
、
年
４

回
の
定
例
議
会
毎
に
発
刊
す
る

こ
の
議
会
だ
よ
り
を
如
何
に
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
関
心
を

持
っ
て
読
ん
で
頂
け
る
か
に
腐

心
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
子
ど
も
達
・
女
性
・

高
校
生
・
移
住
者
・
社
会
的
弱
者
・

事
業
所
の
方
々
を
テ
ー
マ
に
委

員
が
手
分
け
で
直
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
お
声
を
届
け

て
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
毎
の
表

紙
の
写
真
、
裏
表
紙
の
町
民
の

声
、
こ
の
編
集
室
よ
り
も
毎
回

委
員
が
交
替
で
役
割
分
担
し
ま

す
。
一
年
半
に
一
度
役
割
が
当

た
ら
な
い
お
休
み
が
あ
り
、

「
ラ
ッ
キ
ー
」
と
喜
ぶ
の
で
す
。

　
国
会
図
書
館
で
は
漫
画
を
含

む
全
国
か
ら
の
刊
行
物
が
所
蔵

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
議
会
だ
よ

り
も
南
風
原
町
の
広
報
、
社
協

の
ち
む
ぐ
く
る
と
共
に
毎
号
を

届
け
て
お
り
ま
す
。
各
自
治
会

経
由
で
町
民
に
届
け
ら
れ
る
他
、

６
名
の
委
員
が
手
分
け
で
町
内

44
ヶ
所
の
事
業
所
や
コ
ン
ビ
ニ

等
に
届
け
置
か
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
感
想
を
歓

迎
い
た
し
ま
す
。（担

当
／
岡
崎
晋
）

連絡先：議会事務局 TEL.889-3097 FAX. 889-4499
E-Mail H8893097@town.haebaru.okinawa.jp

議会だよりへのご意見・ご感想も受け付けています。

　あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の題字
と写真を募集中です。のびやかな題字や笑顔あふれるお写真
をお待ちしています。ご意見・ご要望なども広く募集しています。はえばる議会だよりの

バックナンバー

左のQRコードを読み取る
ことで議会中継サイトに
繋がります。

表紙の題字・写真をお寄せください表紙の題字・写真をお寄せください

グランパスとの交流

　
現
在
、
小
６
長
男
と
小
４
次
男

が
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
入
部
し
て
早
４
年
、

次
年
度
は
監
督
に
内
定
し
、
前
任

の
監
督
を
見
習
っ
て
頑
張
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
新

チ
ー
ム
は
高
学
年
が
少
な
く
、
そ

の
分
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
者
の
協
力

が
今
以
上
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

送
迎
は
も
ち
ろ
ん
、
会
場
設
営
、

審
判
、
コ
ー
チ
と
様
々
な
役
割
が

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
達
の
大
切

な
試
合
や
経
験
を
で
き
る
だ
け
参

加
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
南
風
原
町
で
は
毎
年
、
名
古
屋

グ
ラ
ン
パ
ス
の
キ
ャ
ン
プ
が
あ

り
、
子
ど
も
達
と
ふ
れ
あ
う
機
会

が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
選
手
を
身
近

に
感
じ
た
り
、
直
接
指
導
し
て
も

ら
っ
た
り
と
、
と
て
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
黄
金
森
陸
上
競
技

場
も
、
年
間
を
通
し
て
プ
ロ
仕
様

の
芝
が
整
備
さ
れ
、月
に
一
度
は
、

町
内
４
小
学
校
チ
ー
ム
は
も
ち
ろ

ん
、
他
市
町
村
の
チ
ー
ム
を
招
待

し
て
の
試
合
が
で
き
る
な
ど
、
環

境
も
と
て
も
い
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
　
今
後
計
画
さ
れ
て
い
る
町
民
体

育
館
に
も
、
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト

も
整
備
し
て
頂
き
、
現
在
あ
る
高

架
下
の
コ
ー
ト
と
合
わ
せ
て
、

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
開
催
で
き
る

よ
う
な
環
境
整
備
を
ぜ
ひ
お
願
い

し
た
い
で
す
。

　
サ
ッ
カ
ー
や
フ
ッ
ト
サ
ル
は
も

ち
ろ
ん
、
色
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
や
活

動
に
取
り
組
め
る
環
境
を
、
行
政

や
議
会
の
皆
さ
ん
に
は
考
え
て
ほ

し
い
で
す
。
私
た
ち
保
護
者
も
頑

張
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
子
ど
も
達
の

笑
顔
と
夢
、明
る
い
未
来
の
為
に
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
達
に
夢
と
未
来
を
！

翔
南
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
次
期
監
督

金
城 

博
紀
（
山
川
在
）

議員との意見交換会
受付中

NO.
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沖
縄
県
南
風
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開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
　
議
場
見
学

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
　
議
場
見
学

「
ギ
カ
イ
」っ
て
ど
う
い
う
と
こ
ろ

「
ギ
カ
イ
」っ
て
ど
う
い
う
と
こ
ろ

小
学
生

小
学
生
のの
議
場
見
学

議
場
見
学

　
南
風
原
町
議
会
は
、
開
か
れ
た
議
会

活
動
の
一
環
と
し
て
、
町
内
小
学
生
の

議
場
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
は
南
風
原
小
学
校
（
５
月

７
日
）
と
翔
南
小
学
校
（
５
月
20
日
）

の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
受
け
入
れ
の
際
に
は
議
場
で
実
際
に

椅
子
に
座
っ
て
、
マ
イ
ク
や
カ
メ
ラ
を

使
っ
て
議
長
に
質
問
す
る
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
員
が
委
員
会
室
や
傍
聴
席

な
ど
を
案
内
し
な
が
ら
、
議
会
や
委
員

会
の
流
れ
、
町
長
と
議
会
の
関
係
性
の

お
話
な
ど
を
行
っ
た
り
、実
際
の
会
議
の

様
子
な
ど
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
町
議
会
を
身
近
に
感
じ
て

く
れ
て
、
一
緒
に
南
風
原
町
を
つ
く
っ

て
い
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
見
学
の
後
、
子
ど
も
達
か
ら
い
た
だ

い
た
感
想
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
町
全
体
の
お
金
は
２
０
０
億
円

使
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

・
議
員
は
１
年
ぐ
ら
い
だ
と
思
っ
て

い
た
け
ど
、４
年
も
働
く
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

・
病
院
を
子
供
は
無
料
に
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
こ
ん
な
に
勉
強
に
な
る
体
験
は
初

め
て
で
す
。

・
子
供
も
、こ
ど
も
計
画
で
意
見
を
言

え
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

・
議
員
は

30
人
〜

50
人
ぐ
ら
い
だ
と

思
っ
て
い
た
け
ど
、
16
人
し
か
い
な

か
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
た
。

・
税
金
で
公
園
や
学
校
を
作
っ
た
り

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。

南風原小学校６年生　議場見学
町内学校の見学大歓迎です。
希望する場合は議会事務局まで。

子
ど
も
達
の
感
想
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補
正
予
算
・
条
例

補
正
予
算
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補正予算で行う事業

条例の改正で何が変わるの？

小中学校教室等改修工事
事業費　1432万円

LINE周知マグネットシート作成
事業費　11万円

　小学校２クラス（津嘉山小・北丘小）、中学校１ク
ラス（南星中）を増やす改修工事です。クラス増につ
いては、児童生徒が集中して学習できる環境整備に取
り組むよう要望しました。

　公用車を活用し、町の公式 LINE を周知するための
マグネットシートを作成します。今後も LINE 登録者
数を増やす努力をするように要望しました。

戸籍システム・ブックレスクラウド利用料
事業費　3734万円（4年半分）

　戸籍システムの電子化に伴い、
クラウドサーバーを利用するた
めの債務負担行為です。これは
国の方針であり保守委託料等は、
現在の費用より高くなりますが
業務の利便性は高まります。

保育士等就職支援一時金
事業費　120万円
　保育士を確保するため、１年目と
２年目の保育士に対し一人あたり 10
万円を支給しています。受給者数は
年々増加傾向にあり、令和７年度に
ついては 92 名の予定です。申請者
には、全員に支給しています。

町長選挙　選挙公報印刷業務
事業費　280万円

　令和８年４月に実施予定の町長選挙における選挙公報印刷業務等の契約を
令和７年度で行うための債務負担行為の計上です。

マイナンバー窓口業務委託準備
事業費　204万円

　現在は会計年度任用職員６名で行っているマイナンバー窓口業務を、令和
８年度より窓口業務を委託するための予算であると説明がありました。
　この事業は本会議の中でも賛否が分かれました、詳しくは次のページに掲
載します。

物価高対応子育て応援手当
事業費　２億１０６１万円

　物価高の影響を受けている子育て世帯への国の支援策として、児童手当を受
給している０歳～ 18 歳までの子育て世帯に対し、子ども 1 人当たり２万円を
支給します。３月以降の振込予定です。

第４回
定例会

12 月９日から 19日までの 11日間の会期日程で開催されました。
提出された議案は審議の結果、全て原案のとおり可決されました。
今回の議会で可決された予算や条例、交わされた討論等をご紹介します。

内間彩空さん
津嘉山小５年
内間彩空さん
津嘉山小５年

さらさら

　津嘉山小は体育館 2F ピロティーを、
教室にするとなると、心配なことがあり
ます。今もそこで、授業をすることがあ
り、体育館と隣あわせで、体育館の音が
響きます。防音された教室にならないと、
授業が心配になります。また、渡り廊下
を歩いて教室へ行く事になりますが、雨
の日は横から濡れてしまわないか、気に
なりました。
　今回インタビューで、税金が学校に使
われてるんだなと、実感することができ
ました。
　新しい教室が、不便にならない様に
作ってもらえたら、みんな勉強を頑張れ
ると思います。

インタビュー
インタビュー
町民町民

インタビュー
インタビュー
町民町民

インタビュー
インタビュー
町民町民

LINE の登録は
こちらから

◇南風原町職員の給与に関する条例の一部を改正　他２条例（国の人事院勧告等により）
・職員の給料月額　8300円　～　12400円　の増額
・職員と会計年度任用職員　賞与　年間　0.05 月分増額、　通勤手当の改正
・三役（町長・副町長・教育長）・議員　賞与　年間　0.05 月分増額
・今回の条例改正に伴い、給与等の予算　１億 782万円　増額

Y・Sさん
津嘉山小５年
Y・Sさん
津嘉山小５年

　学童ドッジボール沖縄大会で２位
になり、沖縄代表で竹の子学童バン
ブーシュートが九州大会で鹿児島県
に派遣になりました。同時に、ドッ
ジボールチーム・琉球ガールズ美ら
にも入っていて、全日本女子ドッジ
ボール滋賀県大会にも出場しまし
た。良い経験が出来ましたが、派遣
費を集めるのもとても大変でした。
　頑張っている児童の為にも、南風
原町も支援を増やして欲しいです。

宮城ふうかさん
津嘉山小６年
宮城ふうかさん
津嘉山小６年

　わたしは、足が速くなりたいです。走り方や
体の使い方を教えてもらえる運動の時間がほし
いです。いろいろなスポーツができる遊び場も
増えてほしいです。おかしや飲み物も高くなっ
ているので、物価が安くなったらうれしいです。
大人が見守ってくれる居心地のいい場所が町に
あったらいいなと思います。

宮城はるじょうさん
北丘小５年
宮城はるじょうさん
北丘小５年

　転校生が来たときに、早く友だちになれるよ
う、授業の中で交流できるイベントを増やして
ほしいです。町の特産品を使って、カボチャや
ヘチマを育てたり、かすりの体験もしてみたい
です。公園やお祭りがあり、遊ぶ場所は満足し
ています。学校ではパソコンやプログラミング
の時間をもっと増やしてほしいです。
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賛
否
分
か
れ
る

　討
論

陳
情
・
意
見
書
・
視
察
受
入

　マイナンバーに関する窓口業務は、現在は会計年度任用職員６名で行っています。
令和８年度より窓口業務を委託するための補正予算が計上され、それに対する賛成、
反対討論が行われました。

マイナンバー窓口業務委託　賛否分かれる

　議会では全国各地からの行政視察の受け入れをおこなっています。
　令和７年度は９カ所の視察を受け入れを行いました。議会広報の編集に関することや、mobiに関すること
などの視察の申込みがありました。議会広報の取り組みについては、編集方法や重要視していることなどを
報告し、意見交換を行いました。

全国各地の議会を受け入れ全国各地の議会を受け入れ全国各地の議会を受け入れ全国各地の議会を受け入れ

ＱＲコードから議会の様子が見れます。
各議員の発言はコメントの時間のところ
で確認できます。

南風原町議会（15）

反対

賛成

照屋 仁士
12月19日（金）

マイナンバーカード窓口業務の外部委託に反対です。今回の窓口業務は「恒
久的な業務」であり、これを許すと役場業務が際限なく「外部委託」へと広が
りかねません。また、試算や効率が客観的に全く示されておらず、業務内容、
適正人数、実際の運用やそれに関わる費用などは説明されていません。

玉城 陽平

14：40

21：37

反対
大宜見 洋文

委員長報告でも長期間の委託業務になると言われ
ましたが、この重要な議論が短期間で決まってし
まうのは非常に不安です。十分な時間をかけて議
論すべきだと考え、反対します。

24：55

賛成

賛成の理由は3点です。①現行の体制では業務が回らず、
正規職員の負担が大きいこと。②マイナンバー業務の増加
や制度改正に対応するため、③他自治体の状況や国の法改
正を踏まえ、外部委託が必要だと考えます。

金城 憲治

26：35

人口増加に伴い、窓口業務が増え、個人番号カード業務が煩雑化してい
ます。このままでは職員の負担が増え、サービスが低下する恐れがある
ため、外部委託することで町民サービスが向上すると考えます。業務委
託により、待機時間の短縮や早期発行が期待できるため、賛成します。

○：賛成　×：反対　退：退席　欠：欠席　
－：赤嶺奈津江議員は議長のため採決に加わっていません

議案第55号
南風原町一般会計
補正予算（第４号）

議　案
赤
嶺
奈
津
江

知
念
　富
信

浦
崎
み
ゆ
き

照
屋
　仁
士

金
城
　憲
治

大
城
　勇
太

石
垣
　大
志

大
宜
見
洋
文

岡
崎
　
　晋

大
城
　雅
史

伊
佐
　園
恵

西
銘
多
紀
子

當
眞
　嗣
春

大
城
　重
太

玉
城
　陽
平

採
決
の
結
果

－○○

×

○○○

×

退○○○

×

○○可
決

日付 自治体名 視察内容
令和７年
令和７年
令和７年
令和７年
令和７年
令和７年
令和８年
令和８年
令和８年

26日
１日
５日
15日
４日
13日
16日
27日
５日

６月
７月
８月
10月
11月
11月
１月
１月
２月

宮崎県　都農町議会
大阪府　茨木市議会
千葉県　印西市議会
北海道　共和町議会
北海道　北広島市議会
福島県　川俣町議会
岡山県　倉敷市議会
茨城県　行方市議会
広島県　廿日市市議会

mobiについて
若年妊産婦の居場所運営事業
mobiについて
特産品販売交流　等
南風原スケートボードパーク
議会広報の編集について
戦争遺跡の保存と活用
議会改革の取り組みについて
子ども元気ROOM事業

決議・意見書
全文はこちらから

継続
審査

継続
審査

決
可

択
採

択
採

陳情・意見書の結果は以下の通りです。
議員から意見書第８号、９号が提案されました。
全て全会一致で可決・採択されました。

伊佐園恵議員

陳情・意見書の結果

高額療養費制度の負担上限額引き上げの撤回をもとめる
陳情書陳情第６号

夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求
める陳情書陳情第 12 号

夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求
める意見書意見書第８号

決
可有機フッ素化合物（PFAS）による汚染源の特定と根本解決を

求める意見書意見書第９号

令和８年度社会福祉施策及び予算の充実について（陳情）陳情第 13 号

最高裁判所判決に基づく生活保護行政の改善と対応を国に
求める陳情書陳情第 16 号

択
採有機フッ素化合物（PFAS）による汚染源の特定と根本解決を

求める陳情書陳情第 18 号

継続審査・・・会期内で結論が出せないため、次回議会でも引き続き審査を行う



一
般
質
問  

赤
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員
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農福連携をどう実践するか
・有機・自然栽培野菜を給食へ

玉城 陽平

伊佐 園恵

當眞 嗣春

大城 雅史

知念 富信

大城 勇太

西銘 多紀子

浦崎 みゆき

大宜見 洋文

大城 重太

岡崎 晋

金城 憲治 石垣 大志

照屋 仁士

【一般質問とは】【一般質問とは】
次のページから

　議員が、町行政の執行状況又は将来
の方針、政策的提言や行政の課題など
を執行部に直接質問することです。
　QRコードから各議員の議会中継が
視聴できます。一般質問記事は質問議
員が会議録から抜粋し、広報委員会に
よって編集されています。

　議員が、町行政の執行状況又は将来
の方針、政策的提言や行政の課題など
を執行部に直接質問することです。
　QRコードから各議員の議会中継が
視聴できます。一般質問記事は質問議
員が会議録から抜粋し、広報委員会に
よって編集されています。

問一般質

断水事態で防災無線放送
広報は十分か
・不登校対策を問う

南風原町の
少年非行の現状を問う
・
・
タブレットでの電子投票の導入を
花・水・緑の大回廊公園の修繕を

おむつ替えや
授乳のできる設備を
・
・
路面下の空洞調べ早急に
高齢者支援の充実を

防災無線の課題と
伝達手段を問う
・
・
不登校児童の学びの保障を
地域づくりに取り組む協力団体へ
支援を

次期町長へ町政課題は
どう引継ぐか

安保法制制定10年と
自衛隊を問う

宮平川氾濫対策は緊急修繕道路工事
登録業者はあるか

「ＳＲＨＲ」について
深く知ってほしい

P21

P19

P15

P11

P22

P20

P18

P12

P10

P13

P14

P17 P16

P23

行政に考えを聞く
政策提言

赤嶺 奈津江

字の御嶽に
説明看板の設置を
・
・
二次避難所に直接避難を
町長選挙の選考方法は

公共施設予約システム
導入を問う
・
・
夜間の学校警備の強化を
津嘉山２７４－２番地辺りの安全対策を

防災計画
断水被害想定は
・
・
災害支援に女性視点を
学校給食の地産地消を

北海道共和町と
友好都市連携を
・
・
・

兼城十字路にある電光掲示板の再開を
通学路の安全柵設置を
大名地区の市街化区域編入を

北丘小校舎、修繕等計画は
・ごみ回収処理を問う

P9
北
丘
小
校
舎
大
規
模
改
修
か

ら
約
10
年
経
つ
。
当
時
の
見
解
で

は
10
年
に
一
度
修
繕
等
を
行
い
、

延
命
化
を
図
る
と
し
て
い
た
。
現

状
と
今
後
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。令

和
３
年
度
の
南
風
原

町
学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計
画
の

策
定
時
に
、
再
度
校
舎
の
健
全
性

の
調
査
を
行
い
躯
体
の
強
度
上
の

問
題
は
無
い
と
判
断
し
た
。
本
計

画
期
間
内
に
お
い
て
大
規
模
改
造

事
業
等
の
計
画
は
し
て
い
な
い
。

当
時
の
想
定
よ
り
劣
化
が
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
。

空
調
や
水
回
り
等
の
設

備
面
で
劣
化
が
進
ん
で
い
る
箇
所

が
見
ら
れ
る
。
今
後
計
画
的
に
修

繕
等
を
実
施
し
て
い
く
。

国
と
の
交
渉
に
よ
り
、
早
期

の
建
て
替
え
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

校
舎
の
耐
力
度
調
査
の

結
果
、
建
替
え
に
は
該
当
し
な
い

と
の
判
定
に
よ
り
平
成
25
年
か
ら

平
成
27
年
の
３
年
間
で
大
規
模
改

造
事
業
を
実
施
し
た
。
校
舎
早
期

立
て
替
え
に
つ
い
て
県
へ
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
現
時
点
で
は
該
当
す

る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
無
い
と
の
回

答
だ
っ
た
。

ご
み
回
収
処
理
を
問
う

粗
大
ご
み
の
対
応
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
委
託
は
考
え
て
い

る
か
。

平
成
７
年
度
よ
り
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
南
風
へ
粗
大
ゴ
ミ
回
収

業
務
を
委
託
し
て
い
た
が
、
令
和

５
年
度
か
ら
直
営
方
式
で
の
回
収

へ
移
行
し
て
い
る
。
課
題
は
会
計

年
度
任
用
職
員
の
確
保
が
難
し
い

場
合
、
正
規
職
員
が
代
わ
っ
て
作

業
を
行
っ
て
お
り
本
来
の
業
務
に

影
響
が
出
て
い
る
。
委
託
に
す
る

か
は
検
討
中
で
あ
る
。

資
源
ご
み
の
処
理
に
課
題
は

な
い
か
。現

在
、
資
源
ご
み
の
回

収
・
処
理
業
務
を
受
託
し
て
い
る

ワ
ー
ク
ク
プ
ラ
ザ
南
風
の
作
業
場

撤
去
が
決
定
し
、
次
年
度
10
月
以

降
か
ら
の
業
務
受
託
が
困
難
と
申

し
出
が
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
業
者

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。指

定
ご
み
袋
を
バ
イ
オ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
に
す
る
こ
と
で
処
理

負
担
軽
減
に
な
る
。
早
期
に
行
う

べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

資
源
化
物
処
理
工
程
の

作
業
員
負
担
軽
減
と
、
指
定
ゴ
ミ

袋
の
コ
ス
ト
増
に
伴
う
町
民
負
担

へ
の
影
響
な
ど
、
検
証
が
必
要
で

あ
る
。

問問問

問

問

問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

カゴで出されている資源ごみ

北丘小校舎、
修繕等計画は
答　大規模改造事業等の計画はしていない

赤嶺 奈津江  議員
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町
政
課
題
に
つ
い
て
、
町
民

体
育
館
は
ど
の
よ
う
に
引
継
ぐ

か
。

計
画
ど
お
り
進
め
て
頂
き

た
い
。次

に
大
き
な
事
業
で
区
画
整

理
事
業
、ど
う
引
継
ぎ
さ
れ
る
か
。

行
政
は
継
続
だ
。
計
画
通

り
引
き
継
い
で
頂
き
た
い
。

赤
嶺
町
長
は
後
継
が
争
う
町

長
選
挙
に
ど
う
関
わ
る
か
。

後
援
会
長
と
し
て
関
わ

る
。

選
挙
後
も
気
に
な
る
。
赤
嶺

町
長
自
身
の
政
治
活
動
は
ど
う
な

さ
れ
る
か
。

政
治
活
動
か
ら
一
線
を
画

し
、
字
宮
平
の
為
と
か
、
そ
う
い

う
も
の
を
考
え
て
み
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
と
の

違
い
と
導
入
に
つ
い
て
の
良
い
面

を
問
う
。今

回
の
シ
ス
テ
ム
は
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
予
約
か
ら
ク
レ
ジ

ッ
ト
等
で
の
支
払
い
が
可
能
と
な

る
。
リ
モ
ー
ト
ロ
ッ
ク
機
能
に
よ

り
体
育
館
等
の
施
錠
や
解
錠
を
利

用
者
自
身
で
行
う
こ
と
が
で
き
、

来
庁
せ
ず
に
施
設
を
利
用
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
慣

れ
て
い
な
い
方
へ
の
対
応
を
問

う
。

シ
ス
テ
ム
導
入
時
に
は
、

予
約
方
法
な
ど
シ
ス
テ
ム
利
用
の

説
明
会
の
開
催
と
、
稼
働
後
も
ペ

ー
ジ
上
に
操
作
ガ
イ
ド
を
掲
載

し
、
電
話
、
窓
口
で
職
員
が
説
明

を
行
い
た
い
と
考
え
る
。

予
約
受
付
業
務
の
効
率
化
を

問
う
。

シ
ス
テ
ム
上
で
予
約
か

ら
支
払
い
ま
で
完
了
す
る
た
め
、

許
可
証
や
納
付
書
の
発
行
な
ど
事

務
作
業
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
。

夜
間
の
学
校
警
備
の

強
化
を本

町
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校

及
び
中
学
校
の
夜
間
に
お
い
て
学

校
警
備
の
現
状
を
問
う
。

町
立
幼
稚
園
、
小
学
校

及
び
中
学
校
の
夜
間
に
お
い
て
は

機
械
警
備
を
行
っ
て
い
る
。

機
械
警
備
に
移
行
す
る
中
で

巡
回
警
備
、
地
域
と
連
携
し
た
防

犯
対
策
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
後

の
町
の
方
針
は
、
ど
う
い
う
形
で

警
備
を
行
っ
て
い
く
か
。

現
在
の
警
備
内
容

と
、
議
員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
手

法
も
踏
ま
え
て
費
用
対
効
果
等
、

総
合
的
に
判
断
し
、
安
全
安
心
な

教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

津
嘉
山
２
７
４

－

２
番
地

辺
り
の
安
全
対
策
を

近
隣
住
民
よ
り
、
同
場
所
の

近
く
の
交
差
点
は
、
優
先
道
路
の

案
内
が
な
く
危
険
箇
所
で
あ
る
。

通
学
路
に
な
っ
て
お
り
先
日
も

「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
」
の
事
例
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
早
め
の

対
策
を
お
願
い
し
た
い
が
ど
う

か
。

路
面
標
示
に
よ
る
安
全

対
策
が
有
効
と
考
え
て
お
り
早
め

に
対
応
し
て
い
く
。

同
場
所
の
排
水
溝
が
あ
り
、

水
た
ま
り
が
で
き
水
は
け
が
悪

い
。
雨
天
時
は
ず
っ
と
水
が
た
ま

っ
て
い
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

早
め
の
改
善
を
お
願
い
し
た
い
が

ど
う
か
。排

水
機
能
不
良
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
現
場
に
即
し

た
対
策
を
検
討
し
早
期
に
対
応
す

る
。

問問

問

問 問

問問

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

11
月
７
日
赤
嶺
町
長
は
会
見

を
開
き
、「
次
期
町
長
選
挙
へ
不

出
馬
、
後
継
は
町
商
工
会
長
」
と

報
道
が
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
手

法
、
経
過
で
後
継
者
を
選
ば
れ
た

か
。

意
中
の
４
名
そ
れ
ぞ
れ
相

談
し
、
一
人
前
向
き
な
返
事
が
あ

り
、
そ
れ
を
尊
重
し
た
。

そ
の
過
程
で
本
人
も
し
く
は

推
薦
、
第
三
者
か
ら
の
意
見
等
も

取
り
入
れ
た
か
。

そ
れ
は
な
い
。
私
が
直
接

４
人
に
相
談
し
た
。

答
弁
か
ら
す
る
と
関
係
者
と

の
事
前
協
議
は
な
く
、
後
継
を
決

め
た
後
の
事
後
説
明
と
取
れ
る
。

町
長
を
支
持
す
る
与
党
議
員
は
何

名
で
、
そ
の
う
ち
何
名
に
説
明
さ

れ
た
か
。相談

を
し
た
議
員
は
９
名

だ
っ
た
。

町
長
選
挙
で
の
推
薦
団
体
、

政
党
等
も
あ
る
が
、
相
談
だ
っ
た

り
説
明
さ
れ
た
か
。

政
党
、
団
体
に
は
相
談
し

て
い
な
い
。

後
継
の
金
城
氏
、
人
格
を
ど

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

行
政
経
験
が
な
く
不
安
と
い
う
声

も
あ
る
。
町
長
に
は
行
政
経
験
は

必
要
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

商
工
会
長
と
町
長
と
い
う

付
き
合
い
が
あ
る
。
知
人
・
友
人

と
し
て
約
30
年
近
く
の
付
き
合
い

が
あ
る
。
人
物
的
に
ど
ん
な
人
か

が
大
事
か
と
思
っ
て
い
る
。

赤
嶺
町
長
は
、
国
政
与
党
の

み
を
支
持
し
て
き
た
。
金
城
氏
の

支
持
政
党
は
ど
う
な
る
か
。

保
守
寄
り
と
感
じ
る
。
自

分
の
ス
タ
ン
ス
は
決
め
て
頂
き
た

い
。

問 問 問 問

問

問 問 問 問

自ら答弁する町長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

学
校
教
育
課
長

次期町長へ町政課題は
どう引継ぐか
答　計画どおり進めて頂きたい

照屋 仁士  議員

公
共
施
設
予
約

シ
ス
テ
ム
導
入
を
問
う

答
　来
庁
せ
ず
に
施
設
を
利
用
で
き
る

大城 雅史  議員

水はけの悪い排水溝
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北
海
道
共
和
町
と
友
好
都
市

連
携
を
。
小
中
学
生
の
相
互
交
流

事
業
で
文
化
交
流
、
雪
体
験
、
民

泊
等
の
体
験
学
習
の
交
流
事
業
を

導
入
で
き
な
い
か
問
う
。

小
中
学
生
の
相
互
交
流

事
業
に
つ
い
て
は
、
教
育
的
効
果

や
実
施
体
制
、
財
源
等
を
含
め
検

討
す
る
。

国
内
の
小
中
学
生
交
流
事
業

が
中
止
に
な
っ
た
理
由
を
問
う
。

徳
島
県
つ
る
ぎ
町
と
小

中
学
生
交
流
事
業
を
４
年
間
実
施

し
て
い
た
が
、
民
泊
等
の
受
け
入

れ
の
課
題
が
あ
り
、
平
成
29
年
度

以
降
は
中
止
に
な
っ
て
い
る
。

共
和
町
か
ら
令
和
10
年
度
に

道
の
駅
が
完
成
す
る
の
で
、
本
町

の
特
産
品
と
の
交
流
事
業
の
申
し

出
が
あ
る
。
経
済
活
性
化
事
業
と

し
て
取
り
組
め
な
い
か
問
う
。

町
商
工
会
、Ｊ
Ａ
お
き
な

わ
両
支
店
等
、
町
内
関
係
団
体
や

町
内
事
業
者
の
意
向
も
踏
ま
え
て

情
報
収
集
を
行
う
。

兼
城
十
字
路
に
あ
る

電
光
掲
示
板
の
再
開
を

電
光
掲
示
板
は
長
年
放
置
さ

れ
た
状
態
に
あ
る
。
公
共
掲
示
板

と
し
て
再
設
置
で
き
な
い
か
問

う
。

電
光
掲
示
板
企
業
広
告

の
会
社
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
で
既
設

の
電
光
掲
示
板
に
取
り
付
け
る
形

で
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
柵
設
置
を

問問問

問

大
名
交
差
点
か
ら
北
丘
向
け

両
側
は
通
学
路
で
あ
る
が
、
歩
道

に
安
全
柵
が
な
く
危
険
で
あ
る
と

町
民
か
ら
設
置
の
要
望
が
あ
る
。

早
め
に
設
置
で
き
な
い
か
問
う
。

令
和
５
年
度

に
北
丘
小
学
校
周
辺
地
区
と
し

て
、
生
活
道
路
安
全
対
策
の
計
画

書
を
協
議
会
で
策
定
し
て
実
施
に

移
し
て
い
る
が
、
次
期
の
計
画
書

で
検
討
す
る
。

大
名
地
区
の
市
街
化
区
域

編
入
を大

名
地
区
は
南
風
原
バ
イ
パ

ス
の
完
了
に
向
け
て
都
市
部
に
近

く
開
発
が
期
待
さ
れ
る
地
区
で
あ

り
、
市
街
化
区
域
編
入
に
向
け
て

調
査
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
問

う
。

大
名
地
区
は
市
街
化
調

整
区
域
内
だ
が
住
宅
立
地
緩
和
区

域
な
の
で
、
住
宅
建
築
が
可
能
な

区
域
で
あ
り
、
市
街
化
区
域
編
入

に
は
、
区
域
区
分
の
見
直
し
の
厳

し
い
基
準
が
あ
り
大
名
地
区
は
合

致
し
て
お
ら
ず
難
し
い
。

昨
秋
の
断
水
事
態
で
町
民
へ

の
主
体
的
対
応
者
は
本
町
か
、
南

部
水
道
企
業
団
（
以
下
、南
水
）
か
。

防
災
無
線
放
送
は
聞
き
取
れ
ず
、

広
報
が
十
分
で
な
か
っ
た
。
こ
の

放
送
を
各
字
の
放
送
設
備
と
連
携

す
べ
き
。
与
那
原
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

登
録
者
は
７
割
、
本
町
は
ど
う
か
。

町
民
へ
の
主
体
的
対
応
者

は
南
水
で
あ
る
。
放
送
が
聞
き
に

く
い
と
い
う
声
は
実
際
に
あ
り
、

ス
ピ
ー
カ
ー
音
量
調
整
等
す
る
が
、

そ
の
使
用
目
的
か
ら
各
字
と
の
連

携
は
考
え
て
な
い
。
８
８
９

－

５

５
３
１
の
聞
き
逃
し
サ
ー
ビ
ス
整

備
等
を
更
に
進
め
る
。
本
町
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
者
は
４
９
０
５
人
で

全
体
の
約
１
割
で
あ
る
。

緊
急
時
の
適
切
な
情
報
伝
達

は
行
政
の
重
要
責
務
で
、
防
災
無

線
は
連
携
す
べ
き
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登

録
者
を
ど
う
増
や
す
か
。
町
長
は

南
水
の
理
事
で
あ
る
。
本
町
の
貯

水
量
は
何
時
間
分
か
。
水
道
管
老

朽
度
と
更
新
計
画
は
ど
う
か
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
者
が
少
な

い
の
は
大
き
な
課
題
で
、
増
や
す

努
力
を
す
る
。
貯
水
量
は
新
川
配

水
池
が
７
時
間
、
新
川
第
二
配
水

池
13
時
間
、
津
嘉
山
調
整
池
が
10

時
間
で
あ
る
。
水
道
管
の
耐
用
年

数
40
年
超
は
最
長
13
年
、
基
準
超

は
全
体
の
15
％
、
基
本
計
画
に
基

づ
き
国
庫
補
助
を
活
用
し
更
新
事

業
を
進
め
て
い
る
と
南
水
に
確
認

し
た
。

不
登
校
対
策
を
問
う

文
科
省
調
査
で
令
和
５
年
度

の
小
中
学
校
の
不
登
校
率
は
全
国

３
・
７
２
％
、
沖
縄
４
・
６
５
％

で
増
加
率
も
一
番
高
い
。
本
町
の

現
状
と
対
策
の
効
果
・
課
題
は
ど

う
か
。

今
年
10
月
末
、
全

町
で
小
学
校
60
名
1.8
％
、
中
学
校

73
名
4.8
％
。
相
談
員
や
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・

自
立
支
援
・
適
応
指
導
員
等
を
配

置
し
、
昨
年
は
小
学
校
４
６
４
０

回
、
中
学
校
８
２
９
回
の
利
用
で

小
学
校
19
名
、
中
学
校
27
名
が
学

校
復
帰
に
繋
が
っ
た
。
不
登
校
要

因
は
多
様
で
、
支
援
が
届
き
に
く

い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

子
ど
も
達
が
先
生
を
好
き
に

な
る
こ
と
が
先
ず
第
一
で
、
先
生

は
元
気
で
い
て
欲
し
い
。
先
生
へ

の
支
援
は
ど
う
か
。

学
校
大
工
や
相
談
員
・

支
援
員
等
の
配
置
、
留
守
電
導
入

等
し
て
き
た
。
南
風
原
町
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
達
の
育
成
に
は
、
是

非
、
先
生
方
が
元
気
で
い
る
必
要

が
あ
り
、
今
後
も
十
分
配
慮
し
て

い
く
。

問

問

問

問

安全柵のない歩道

新川にある貯水タンク

教
育
長

教
育
長

副
町
長

副
町
長

問 問副
町
長

町
長

町
長

学
校
教
育
課
長

教
育
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

断
水
事
態
で
防
災
無
線
放
送

広
報
は
十
分
か

答
　聞
こ
え
な
か
っ
た
と
い
う
声
が
あ
る

岡崎 晋  議員

北海道共和町と
友好都市連携を
答　教育的効果や実施体制を研究する

知念 富信  議員
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南
風
原
町
に
お
け
る
少
年
非

行
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の

地
域
や
行
政
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
か
。本町

に
お
け
る
令
和
６

年
中
の
状
況
は
、
不
良
行
為
を
行

っ
た
少
年
の
補
導
人
数
が
１
３
７

人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応

す
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
青
少

年
の
被
害
・
非
行
防
止
町
民
大
会

の
開
催
や
、
町
青
少
協
・
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ・
地
域
有
志
に
よ
る
夜
間

街
頭
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
５
年
よ
り
15
件
増
え
て

い
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。
私
も
保

護
司
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
立
場
で
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
り
し
て
い
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
実
態
が
把
握

で
き
な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ
。

こ
こ
で
こ
そ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
力
の
見
せ
所
だ
と
感
じ

て
い
る
。
学
校
運
営
協
議
会
を
中

心
に
、
地
域
と
学
校
、
関
係
機
関

が
も
っ
と
深
く
情
報
交
換
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

学
校
運
営
協
議
会

に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
問
題

行
動
は
委
員
に
情
報
共
有
し
て
い

る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

過
去
に
行
っ
て
い
た
教
育
懇

談
会
を
こ
う
い
っ
た
時
だ
か
ら
こ

そ
開
催
し
て
、
学
校
、
地
域
、
社
会

教
育
団
体
、
関
係
機
関
が
意
見
交

換
、
情
報
交
換
を
し
て
は
ど
う
か
。

非
常
に
い
い
意

見
だ
と
思
う
。
参
考
に
研
究
し
て

実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の

電
子
投
票
の
導
入
を

投
開
票
作
業
の
時
間
短
縮
や

集
計
作
業
の
負
担
軽
減
、疑
問
票
、

無
効
票
を
め
ぐ
る
疑
義
の
解
消
を

目
指
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た

電
子
投
票
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。

効
率
化
が
図
ら
れ
る
点

で
は
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
電
子
投
票
制
度
に
か
か
る

費
用
や
補
助
金
等
も
調
査
し
た

問問

り
、
実
際
に
実
施
し
た
自
治
体
を

調
査
し
な
が
ら
今
後
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

花
・
水
・
緑
の

大
回
廊
公
園
の
修
繕
を

駐
車
場
を
囲
む
フ
ェ
ン
ス
や

公
園
内
を
通
る
河
川
の
防
護
柵
が

腐
食
し
て
危
険
な
状
況
で
あ
る
。

早
め
の
取
替
え
を
要
望
す
る
が
ど

う
か
。

公
園
施
設
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
河
川
を
囲
む
防
護

柵
及
び
フ
ェ
ン
ス
は
令
和
８
年
度

に
、
駐
車
場
を
囲
む
フ
ェ
ン
ス
は

令
和
10
年
度
以
降
に
更
新
を
予
定

し
て
い
る
。

問 問

問

御
嶽
に
は
様
々
な
歴
史
が
あ

る
。
字
の
御
願
で
御
嶽
を
回
っ
て

い
る
が
、
こ
の
拝
所
が
ど
う
い
っ

た
経
緯
で
作
ら
れ
た
の
か
、
な
か

な
か
分
か
ら
な
い
。
歴
史
を
振
り

返
っ
て
、
次
世
代
に
残
せ
る
よ
う

に
、
御
嶽
に
説
明
看
板
の
設
置
が

出
来
な
い
か
。

御
嶽
、
拝
所
の
由
来
は

南
風
原
史
に
載
っ
て
い
る
。
現
場

の
方
で
実
際
に
見
て
説
明
が
あ
る

の
が
一
番
だ
と
考
え
て
い
る
。
引

き
続
き
補
助
金
が
な
い
か
研
究
し

て
い
く
。

二
次
避
難
所
に
直
接
避
難
を

災
害
時
の
二
次
避
難
所
は
福

祉
避
難
所
と
も
呼
ば
れ
る
。
一
般

的
に
一
次
避
難
所
で
は
、
受
け
入

れ
が
難
し
い
、高
齢
者
や
妊
産
婦
、

医
療
的
支
援
が
必
要
な
方
を
事
前

に
把
握
し
、
直
接
二
次
避
難
所
に

避
難
す
る
よ
う
な
体
制
が
必
要
だ

と
思
う
。
災
害
時
の
際
は
、
介
護

食
や
ミ
ル
ク
、
医
療
的
配
慮
が
必

要
な
方
に
は
機
器
も
把
握
す
る
体

制
作
り
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

災
害
が
起
こ
っ
た
際
、

一
時
避
難
所
、
指
定
避
難
所
へ
避

難
。
そ
の
後
、
福
祉
避
難
所
の
調

整
及
び
設
置
が
完
了
次
第
、
福
祉

避
難
所
へ
避
難
の
流
れ
と
な
っ
て

い
る
。
す
ぐ
に
福
祉
避
難
所
へ
と

い
う
状
況
も
必
要
性
は
感
じ
て
い

る
。
関
係
課
と
検
討
し
て
い
く
。

町
長
選
挙
の
選
考
方
法
は

町
長
選
挙
の
選
考
方
法
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
。

私
が
打
診
し
て
決
め
た
。

町
長
を
支
え
る
町
議
団
は

「
聞
い
て
い
な
い
」「
誰
も
聞
か
さ

れ
て
い
な
い
」
と
議
員
団
を
無
視

し
て
決
め
た
話
も
出
た
。
そ
れ
に

つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

あ
く
ま
で
も
町
民
が
決
め

る
選
挙
で
町
長
は
決
ま
る
。

選
考
委
員
会
を
開
く
、
そ
し

て
候
補
者
を
選
ぶ
、
そ
の
方
法
が

私
は
一
般
的
な
や
り
方
じ
ゃ
な
か

っ
た
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

が
、
選
考
方
法
は
正
し
か
っ
た
と

断
言
で
き
る
か
。

正
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。

問

問

公園内を通る河川の防護柵

災害時の避難イメージ

教
育
長

教
育
長

学
校
教
育
課
長

生
涯
学
習
文
化
課
長

総
務
課
長

副
町
長

総
務
部
長

町
長

町
長

町
長

問 問 問

南風原町の
少年非行の現状を問う
答　令和６年の補導人数は137人だった

大城 重太  議員

字
の
御
嶽
に

説
明
看
板
の
設
置
を

答
　研
究
し
て
い
く

大城 勇太  議員



一
般
質
問  

金
城 

憲
治  

議
員

一
般
質
問  

石
垣 

大
志  

議
員
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本
町
の
道
路
維
持
管
理
は
、

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

日
常
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
と
道
路
利
用
者
か
ら
の
情
報
提

供
に
よ
り
道
路
の
異
常
を
把
握
し
、

緊
急
性
や
危
険
度
か
ら
優
先
順
位

を
つ
け
て
、
応
急
ま
た
は
恒
久
的

な
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

年
間
、
ど
れ
く
ら
い
の
補
修

と
か
修
繕
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

修
繕
は
小
さ
い
も

の
も
含
め
る
と
１
０
０
件
を
超
え

る
件
数
に
な
る
。
ま
た
１
０
０
件

の
う
ち
業
者
に
お
願
い
す
る
の
が

30
件
程
度
、
そ
れ
以
外
の
70
件
程

度
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
や
る
班
と

か
私
ど
も
の
直
営
で
抱
え
て
い
る

人
員
で
対
応
し
て
い
る
。

道
路
を
維
持
管
理
し
て
い
く

う
え
で
、
課
題
は
何
か
。

道
路
の
異
常
を
い
か
に

早
期
に
発
見
す
る
か
が
課
題
で
あ

る
。

危
険
を
早
め
に
察
知
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
新
設
の

町
道
な
り
、
改
良
し
た
町
道
に
つ

い
て
は
、
５
年
お
き
と
か
、
も
し

く
は
10
年
お
き
に
道
路
の
劣
化
状

態
を
１
回
調
査
す
る
と
か
あ
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
如
何
か
。

私
ど
も
の
方
も
路

面
の
窪
み
、
た
わ
み
、
傷
ん
で
る

と
こ
ろ
、
ま
た
段
差
が
つ
い
て
い

る
と
こ
ろ
な
ど
、
本
町
の
中
に
も

多
く
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
調

査
の
ほ
う
は
調
査
研
究
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

道
路
に
お
い
て
は
、
災
害
や

劣
化
に
よ
る
道
路
の
陥
没
や
亀

裂
、
段
差
な
ど
、
緊
急
の
修
繕
を

要
す
る
場
合
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

問問

が
、
緊
急
修
繕
道
路
工
事
登
録
業

者
は
あ
る
か
。

緊
急
修
繕
道
路
工
事
登

録
業
者
の
制
度
は
な
い
が
、
災
害

時
や
緊
急
対
応
を
要
す
る
場
合
に

お
い
て
「
災
害
時
に
お
け
る
南
風

原
町
商
工
会
建
設
部
会
と
の
応
援

協
定
書
」
を
締
結
し
て
い
る
町
内

業
者
等
と
連
携
し
迅
速
に
対
応
し

て
い
る
。

今
後
、
登
録
事
業
者
制
度
を

是
非
取
り
入
れ
て
頂
き
た
い
思
う

が
如
何
か
。

ご
提
案
の
制
度
も

含
め
て
道
路
の
維
持
管
理
等
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
手
法
が
あ
る
と

思
う
。引
き
続
き
有
効
な
手
段
や
、

良
い
事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
。

問

宮
平
川
氾
濫
対
策
に
つ
い
て
、

内
水
氾
濫
対
策
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
具
体
的
な
内
容
を
問
う
。

Ｒ
６
年
度
の
調

査
で
対
策
方
法
を
検
討
し
た
結
果
、

雨
水
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
と
排
水

溝
の
断
面
改
修
を
行
う
計
画
で
今

後
の
予
定
と
し
て
は
、Ｒ
10
年
以

降
に
整
備
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

雨
水
排
水
ポ
ン
プ
の
具
体
的

な
機
能
や
規
模
感
な
ど
問
う
。

昨
年
の
調
査
で

候
補
と
し
て
挙
が
っ
た
の
が
、
横

軸
水
中
ポ
ン
プ
で
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
水
位
で
も
雨
水
の
は
き
出
し

可
能
な
ポ
ン
プ
と
な
っ
て
い
る
。

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
道
路
下
の
中

に
ピ
ッ
ト
を
造
り
、
そ
の
中
に
雨

水
排
水
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
形
と

な
り
、新
た
な
用
地
買
収
は
な
く
、

事
業
費
も
抑
え
ら
れ
る
計
画
と
な

っ
て
い
る
。
ポ
ン
プ
の
容
量
は
、

今
回
３
か
所
に
設
置
す
る
予
定

で
、
ポ
ン
プ
の
は
き
出
し
容
量
が

①
約
97
立
米 

②
約
78
立
米 

③
約

52
立
米
、
そ
れ
ぞ
れ
１
分
間
で
は

き
出
す
容
量
の
大
き
さ
と
な
る
。

過
去
の
答
弁
で
も
当
該
地
区

は
住
宅
街
で
、道
幅
も
狭
く
、様
々

な
条
件
が
あ
っ
た
が
全
て
ク
リ
ア

で
き
る
と
い
う
認
識
で
良
い
か
。

宮
平
地
区
の
地

形
や
土
地
の
活
用
状
況
等
様
々
な

要
件
を
検
討
し
た
結
果
、
貯
留
管

や
貯
留
池
な
ど
は
か
な
り
ハ
ー
ド

ル
が
高
か
っ
た
。
整
備
に
向
け
て

の
実
現
性
も
低
い
事
か
ら
、
今
回

採
用
予
定
の
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
設

置
の
計
画
と
な
っ
た
。

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
が
令
和

11
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
河
川

容
量
を
常
に
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
今
年
度
の
浚
渫
事
業
実
施
は
い

つ
か
。

浚
渫
に
つ
い
て
は
、

契
約
が
12
月
１
日
に
締
結
済
み

で
、
工
期
は
令
和
７
年
12
月
２
日

か
ら
翌
年
３
月
16
日
と
な
っ
て
い

る
。

合
わ
せ
て
要
望
す
る
が
、
合

流
す
る
国
場
川
は
、
ま
だ
ま
だ
堆

積
し
た
土
砂
が
解
消
さ
れ
て
い
な

い
。
本
町
が
い
く
ら
頑
張
っ
て
も

国
場
川
の
河
川
の
流
れ
が
悪
け
れ

ば
、
宮
平
川
に
影
響
が
出
る
。
国

場
川
の
浚
渫
事
業
に
つ
い
て
も
要

請
を
行
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

国
場
川
の
浚

渫
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
要
望
し

て
い
く
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
学
校
給
食
の
量
や
品
数
に
関
す

る
満
足
度
に
つ
い
て
問
う

問問

問

問 問

宮平川の内水氾濫道路陥没復旧工事（本部公園南側道路）

復旧完了

副
町
長

問

副
町
長

区
画
下
水
道
課
長

区
画
下
水
道
課
長

区
画
下
水
道
課
長

都
市
整
備
課
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

都
市
整
備
課
長

問問 副
町
長

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

宮
平
川

氾
濫
対
策
は

答
　排
水
ポ
ン
プ
設
置
と
断
面
改
修
を
行
う

石垣 大志  議員

緊急修繕道路工事
登録業者はあるか
答　本町にはない

金城 憲治  議員



一
般
質
問  

當
眞 

嗣
春  

議
員

一
般
質
問  

大
宜
見 

洋
文  

議
員
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令
和
５
年
の
３
月
議
会
と
６

月
議
会
で
「
安
保
三
文
書
」
に
対

す
る
、
私
の
質
問
に
対
し
て
「
国

の
安
全
保
障
に
関
す
る
重
要
な
文

書
」
と
答
弁
し
た
が
、
そ
の
認
識

は
現
在
も
変
わ
り
は
な
い
か
問
う
。

安
保
三
文
書
に
関
す
る

認
識
に
つ
い
て
は
、
変
わ
り
は
な

い
。

安
保
条
約
で
日
本
の
平
和
と

安
全
が
守
ら
れ
て
い
る
の
か
。
安

保
条
約
に
つ
い
て
第
６
条
で
基
地

を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。基
地
を
提
供
す
る
代
わ
り
に
、

第
５
条
に
基
づ
き
日
本
に
対
す
る

武
力
行
使
に
共
同
対
処
す
る
こ
と

で
、
対
日
防
衛
義
務
を
負
っ
て
い

る
。
日
本
政
府
は
そ
う
述
べ
て
い

る
。
第
５
条
に
は
日
本
の
防
衛
義

務
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本

の
防
衛
で
は
な
く
て
、
米
国
の
国

益
を
追
求
す
る
た
め
の
手
段
で
し

か
な
い
。私

は
守
ら
れ
て
は
い
な
い

と
思
っ
て
い
な
い
し
、
じ
ゃ
あ
し

っ
か
り
と
完
璧
に
守
ら
れ
て
い
る

か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
私
の
立
場

と
し
て
は
、
そ
れ
は
断
定
で
き
な

い
。

高
市
首
相
の
「
台
湾
有
事
は

存
立
危
機
事
態
」
答
弁
は
、
１
９

７
２
年
の
日
中
共
同
声
明
、
１
９

７
８
年
の
平
和
友
好
条
約
、
２
０

０
８
年
の
戦
略
的
互
恵
関
係
の
共

同
声
明
、
２
０
１
０
年
の
日
中
関

係
の
改
善
に
向
け
た
話
合
い
に
反

す
る
内
容
で
あ
る
。
高
市
首
相
の

答
弁
に
対
す
る
町
長
の
見
解
を
問

う
。

議
員
が
述
べ
ら
れ
た
こ
と

に
関
し
て
、
私
と
し
て
は
、
そ
れ

は
し
っ
か
り
と
検
証
も
し
て
、
答

弁
も
す
べ
き
だ
と
思
う
け
れ
ど

も
、
そ
の
辺
り
は
見
解
の
相
違
も

あ
る
。
私
と
し
て
は
承
知
し
て
い

な
い
し
、
検
証
も
し
て
い
な
い
の

で
、
総
理
大
臣
の
お
っ
し
ゃ
っ
た

こ
と
も
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
て
い
る

範
囲
な
の
で
、
そ
の
件
に
関
し
て

は
、
ま
た
答
弁
は
控
え
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
第
５
次
南
風
原
町
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
に
つ
い
て

問問

農
福
連
携
等
推
進
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
ら
れ
た
取
組
を
官
民
挙
げ

て
実
践
す
る
と
概
要
に
あ
る
が
、

本
町
は
農
福
連
携
を
具
体
的
に
ど

う
実
践
す
る
か
。

情
報
提
供
や
相
談
支
援
、

地
域
実
情
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み

の
推
進
が
主
な
役
割
で
、
そ
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
。

農
福
連
携
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
に

は
農
福
連
携
に
取
り
組
む
主
体
数

を
１
万
２
千
以
上
、
地
域
協
議
会

に
参
加
す
る
自
治
体
を
２
百
以
上

と
目
標
設
定
し
て
い
る
。
本
町
は

地
域
協
議
会
と
い
う
組
織
に
参
加

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

福
祉
事
業
所
で
あ
れ
ば
福

祉
事
業
所
の
声
の
高
ま
り
、
農
家

で
あ
れ
ば
農
家
の
声
が
高
ま
っ
た

と
き
に
、
我
々
で
あ
っ
た
り
農
業

関
連
団
体
が
こ
の
声
を
取
り
ま
と

め
て
立
ち
上
げ
る
の
が
協
議
会

だ
。
声
の
高
ま
り
と
い
う
部
分
で

は
ま
だ
そ
こ
ま
で
に
至
っ
て
い
な

い
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
園
と
は
何

か
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
世
代
や
障
が
い
の
有
無
を
超
え

た
多
様
な
方
々
を
対
象
と
し
て
、

農
業
体
験
活
動
を
通
じ
た
交
流
・

参
画
、
健
康
増
進
、
生
き
が
い
づ

く
り
、
職
業
訓
練
、
立
ち
直
り
な

ど
多
様
な
社
会
的
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
場
の
事
で
あ
る
。

既
に
本
町
の
自
然
栽
培
農
家

の
畑
に
、
平
日
や
週
末
問
わ
ず
、

朝
早
く
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

に
、
町
内
外
か
ら
多
様
な
方
々
が

訪
れ
て
い
る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農

園
に
当
て
は
ま
る
と
思
う
が
、
こ

問問

問問

れ
は
規
模
が
小
さ
い
か
ら
認
め
ら

れ
な
い
の
か
。

そ
の
情
報
は
初
め
て
聞
い

た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
園
を
町
が

認
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

有
機
・
自
然
栽
培
野
菜
を

給
食
へ学

校
給
食
で
有
機
・
自
然
栽

培
野
菜
を
利
用
す
る
自
治
体
を
調

査
す
る
取
り
組
み
が
２
０
２
０
年

か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
調

査
は
し
て
い
る
か
。

令
和
２
年
度
か
ら
有
機
農

業
の
推
進
状
況
調
査
に
よ
り
利
用

状
況
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

５
千
食
準
備
で
き
て
、
質
も

担
保
で
き
た
ら
大
丈
夫
と
い
う
答

弁
だ
っ
た
。
今
後
栄
養
士
と
情
報

交
換
を
し
た
い
が
可
能
か
。

５
千
７
百
食
供
給
、
品

質
、
価
格
面
等
の
条
件
面
が
ク
リ

ア
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
今
後
栄
養

士
と
メ
ニ
ュ
ー
と
合
わ
せ
て
調
整

は
可
能
だ
。

副
町
長

生成AIのユニバーサル農業のイメージ

町
長

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

問 問

農福連携を
どう実践するか
答　情報提供や相談支援、地域実情に合わせる

大宜見 洋文  議員

安
保
法
制
制
定
　
年
と

自
衛
隊
を
問
う
10

答
　国
の
専
権
事
項
で
あ
り
賛
否
を
述
べ
る
立
場
に
は
な
い

當眞 嗣春  議員



一
般
質
問  

伊
佐 

園
恵  

議
員

一
般
質
問  

浦
崎 

み
ゆ
き  

議
員
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南
風
原
町
の
皆
さ
ん
に
も
、

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ（
読
み
方
：
エ
ス
ア
ー

ル
エ
イ
チ
ア
ー
ル
）
に
つ
い
て
深

く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、
そ
の

柱
は
何
か
。ＳＲ

Ｈ
Ｒ
の
柱
は
、「
性

の
健
康
、
生
殖
の
健
康
、
そ
し
て

そ
れ
ら
を
自
分
で
決
め
る
権
利
」

で
あ
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。

ま
じ
ゅ
ん
プ
ラ
ン
の
理

念
で
あ
る
〝
す
べ
て
の
人
が
互
い

に
認
め
あ
い
、
共
に
支
え
あ
う
、

黄
金
南
風
の
平
和
郷
〞
の
実
現
に

向
け
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
や

啓
発
、
多
様
性
の
尊
重
を
進
め
て

い
る
。「

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
」
は
、
１
９
９

４
年
に
国
連
が
主
催
、
国
際
人
口

開
発
会
議
で
採
択
さ
れ
た
。
様
々

な
差
別
や
、
不
利
な
立
場
に
置
か

れ
て
い
る
女
性
や
少
女
、
ま
た
す

べ
て
の
人
た
ち
が
「
自
分
で
選
択

で
き
る
こ
と
」
が
解
決
の
糸
口
に

な
る
と
し
て
い
る
。「
生
理
痛
は

我
慢
す
る
時
代
で
は
な
い
」や「
公

共
施
設
で
の
搾
乳
室
の
設
置
」
も

そ
の
一
部
に
な
る
。
静
岡
県
富
士

市
の
よ
う
に
公
式
Ｈ
Ｐ
に
ま
と

め
、
本
町
で
も
掲
載
可
能
か
。

他
市
町
村
Ｈ
Ｐ
に

つ
い
て
確
認
し
な
が
ら
、
広
報
し

て
い
き
た
い
。

問

問問

「
う
れ
し
い
と
き
」「
悲
し
い

と
き
」
涙
が
出
る
。
男
の
子
だ
か

ら
、
何
才
で
も
泣
い
て
い
け
な
い

こ
と
は
な
い
。
誰
か
に
気
持
ち
を

聞
い
て
も
ら
う
の
は
、
よ
い
考
え

だ
。
ま
た
、
理
想
と
は
違
う
自
分

の
体
に
悩
ん
で
い
る
人
も
い
る
。

そ
れ
は
、
友
だ
ち
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
の
体
は
こ

う
あ
る
べ
き
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
ど
ん
な
、

あ
な
た
で
も
ス
テ
キ
で
あ
る
。
人

権
と
は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生

き
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
誰

も
が
み
ん
な
自
分
で
こ
う
し
た
い

と
思
う
生
き
方
が
で
き
る
よ
り
わ

か
り
や
す
く
Ｈ
Ｐ
に
ま
と
め
て
ほ

し
い
が
ど
う
か
。より

分
か
り
や
す

い
よ
う
に
、Ｈ
Ｐ
掲
載
で
き
る
よ

う
検
討
す
る
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
津
嘉
山
小
学
校
施
設
整
備
の
充

実
は
十
分
か

・
次
期
町
長
選
挙
の
候
補
者
選
考

を
聞
く

本
町
の
施
設
に
赤
ち
ゃ
ん
の

お
む
つ
替
え
や
授
乳
の
で
き
る
設

備
は
あ
る
か
。

ち
む
ぐ
く
る
館
に
は
授

乳
室
が
１
室
、
お
む
つ
替
え
用
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
１
台
を
設
置
し
て
い

る
。
お
む
つ
替
え
用
の
設
備
は
庁

舎
１
階
・
中
央
公
民
館
の
１
階
多

目
的
ト
イ
レ
・
ち
む
ぐ
く
る
館
の

多
目
的
ト
イ
レ
に
設
置
し
て
い
る
。

授
乳
室
は
、
移
動
で
き
る
よ

う
な
小
型
の
個
室
型
も
あ
り
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

現
状
に
合
っ
た
移
動
式

の
提
案
も
あ
り
、調
査
研
究
す
る
。

路
面
下
の
空
洞
調
べ

早
急
に町

道
29
号
線
（
本
部
公
園
付

近
）
の
状
況
を
問
う
。

歩
道
の
植
樹
帯
か
ら
車

道
下
に
か
け
て
空
洞
を
確
認
し
直

ち
に
通
行
止
め
と
し
た
。
陥
没
の

原
因
は
壕
に
よ
る
も
の
で
、
横
方

向
に
長
く
全
容
の
把
握
が
困
難
の

為
、
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
土
留
め

板
を
設
置
し
、
土
砂
を
埋
め
戻
し

た
。

町
道
25
号
線
、
南
風
原
中
学

校
（
歩
道
の
通
行
止
め
部
分
）
の

状
況
を
問
う
。

歩
道
部
分
に
約
15
セ
ン

チ
の
沈
下
を
確
認
し
、
通
行
止
め

を
行
っ
た
。
沈
下
の
原
因
は
、
地

下
水
に
よ
っ
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
下

の
土
砂
が
流
出
し
た
と
考
え
ら

れ
、
対
策
と
し
て
土
砂
を
セ
メ
ン

ト
改
良
し
た
上
で
埋
め
戻
し
を
行

い
完
了
し
て
い
る
。

今
後
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

な
る
か
。
他
の
事
例
で
は
レ
ー
ダ

ー
探
査
車
両
調
査
が
あ
る
。
本
町

で
も
出
来
な
い
か
。

本
部
公
園
付
近
に
つ
い

て
は
確
認
さ
れ
た
空
洞
に
対
し
工

法
を
検
討
し
、
充
填
等
の
対
策
を

予
定
。
レ
ー
ダ
ー
探
査
車
両
も
含

め
調
査
、
研
究
を
し
て
行
く
。

町
全
体
の
陥
没
の
調
査
や
対

策
と
し
て
今
後
の
方
針
が
あ
る

か
。

安
心
安
全
が
大
事
で
あ

り
可
能
な
限
り
調
査
を
や
っ
て
い

き
た
い
。
迅
速
な
対
応
を
行
う
。

高
齢
者
支
援
の
充
実
を

高
齢
者
・
単
身
高
齢
者
支
援

の
相
談
窓
口
は
ど
こ
か
。

相
談
窓
口
と
し
て

保
健
福
祉
課
、
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委

員
や
福
祉
協
力
員
の
皆
様
で
あ

る
。

問問

問

問 問問

副
町
長

副
町
長

問

副
町
長

副
町
長

副
町
長

保
健
福
祉
課
長

町道29号線の状況

総
務
部
長

副
町
長

問副
町
長

国
保
年
金
課
長

国
保
年
金
課
長

お
む
つ
替
え
や

授
乳
の
で
き
る
設
備
を

答
　授
乳
室
の
設
置
の
導
入
を
進
め
る

浦崎 みゆき  議員

「ＳＲＨＲ」について
深く知ってほしい
答　町でも広報していく

伊佐 園恵  議員

女性はグラフのギザギザが激しい。
男性よりも、ストレス等で心と体に10歳ごろから、不調をきたしやすい
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員
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先
進
事
例
を
参
考
に
調
査

研
究
し
、
自
主
防
災
組
織
の
補
助

な
ど
を
活
用
し
て
、
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

災
害
支
援
に
女
性
視
点
を

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と

に
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

避
難
所
運
営
の
基
準
づ
く
り
を
求

め
る
が
ど
う
か
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、

本
町
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

策
定
に
取
り
組
む
。

防
災
会
議
の
女
性
比
率
３
割

以
上
を
目
指
す
中
で
、母
子
保
健
、

子
育
て
支
援
、
女
性
福
祉
な
ど
、

地
域
で
専
門
的
な
役
割
を
果
た
す

方
々
が
い
る
。
女
性
の
声
が
反
映

さ
れ
る
仕
組
み
を
。

那
覇
市
の
先
進
的
な
取
り

組
み
も
参
考
に
、
委
員
の
配
置
を

検
討
し
て
い
く
。

学
校
給
食
の
地
産
地
消
を

学
校
給
食
の
地
産
地
消
に
つ

い
て
、
金
額
ベ
ー
ス
で
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。副食

費
1.5
億
円
の
う
ち
、

0.9
％
（
Ｒ
６
）
で
あ
る
。

生
産
者
の
声
を
聞
き
、
教
育

委
員
会
、
産
業
振
興
課
、Ｊ
Ａ
な

ど
を
含
め
た
協
議
の
場
を
し
っ
か

り
持
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

解
決
で
き
そ
う
な
課
題
の

部
分
に
関
し
て
、
可
能
な
小
さ
な

形
か
ら
話
し
合
い
の
場
を
作
る
考

え
だ
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
商
工
会
の
機
能
強
化
へ
の
支
援

に
つ
い
て
問
う

防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
と

い
う
声
を
認
識
し
て
い
る
か
。

気
象
条
件
や
地
形
、
生

活
環
境
等
に
よ
り
、
防
災
無
線
が

聞
こ
え
に
く
い
と
の
声
を
課
題
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。

放
送
す
る
判
断
基
準
は
あ
る

か
問
う
。警

報
等
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
き
実
施
し
、
災
害
以
外
に

つ
い
て
は
緊
急
性
や
生
活
へ
の
影

響
を
踏
ま
え
て
判
断
し
て
い
る
。

ス
マ
ホ
連
動
型
通
知
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
先
進
地
の
事
例
を
踏
ま

え
た
導
入
可
能
性
は
あ
る
か
。

従
来
の
電
話
に
よ
る
聞

き
直
し
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
メ
ー

ル
や
電
話
（
架
電
）
に
よ
る
多
重

配
信
に
よ
り
、
緊
急
情
報
を
伝
達

し
て
い
く
。

不
登
校
児
童
の
学
び
の

保
障
を不

登
校
児
童
の
学
び
を
保
障

す
る
た
め
、
端
末
を
全
員
が
保
持

で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

学
び
の
保
障
の
観

点
か
ら
端
末
の
活
用
を
勧
め
て
い

る
が
、
保
護
者
の
理
解
や
児
童
生

徒
の
意
思
を
尊
重
し
、
希
望
に
応

じ
持
ち
帰
り
や
活
用
を
行
っ
て
い

る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
出
席
扱
い

の
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

次
の
要
件
を
満
た
し
、

学
校
長
が
認
め
た
場
合
に
出
席
扱

い
と
な
る
。

① 

保
護
者
と
学
校
と
の
間
に
十

分
な
連
携
・
協
力
関
係
が
保
た
れ

て
い
る
こ
と
。

② 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
、
郵
送
・Ｆ

Ａ
Ｘ
等
を
活
用
し
た
学
習
活
動
で

あ
る
こ
と
。

③ 

訪
問
な
ど
に
よ
る
対
面
指
導

が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

④ 

児
童
生
徒
の
理
解
度
に
応
じ

た
、
計
画
的
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
こ
と
。

⑤ 

校
長
が
、
対
面
指
導
や
学
習

活
動
の
状
況
を
十
分
に
把
握
し
て

い
る
こ
と
。

出
席
扱
い
の
適
用
実
績
は
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で
出

席
扱
い
を
適
用
し
た
児
童
生
徒
に

つ
い
て
令
和
６
年
度
実
績
で
３
名

で
あ
る
。

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

協
力
団
体
へ
支
援
を

団
体
の
活
動
や
課
題
、
工
夫

を
発
表
し
合
い
、
町
民
に
も
開
か

れ
た
プ
レ
ゼ
ン
・
報
告
会
の
場
を

設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

社
会
教
育
関
係

団
体
の
研
修
成
果
を
、
町
民
に
広

く
共
有
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
地
域
交
通
ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
に
つ
い
て

問
う

問問問

問 問

問問

本
町
の
防
災
計
画
想
定
の
地

震
の
う
ち
、
被
害
の
大
き
い
も
の

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

沖
縄
本
島
南
部
ス
ラ
ブ
内

地
震
と
な
り
、
被
害
想
定
や
断
水

の
想
定
人
数
は
次
の
表
の
と
お
り
。

生
活
被
害
と
し
て
、
水
不
足

が
深
刻
で
あ
る
と
考
え
る
。
雨
水

タ
ン
ク
の
設
置
、
地
域
の
井
戸
の

再
活
用
の
た
め
の
補
助
を
提
案
す

る
が
ど
う
か
。

問

問

災害時に備えた食品ストック（農林水産省）

副
町
長

副
町
長

副
町
長

教
育
長

教
育
長

生
涯
学
習
文
化
課
長

町
長

問問 町
長

町
長

問 問町
長

町
長

教
育
長

西銘 多紀子  議員

防災無線の課題と
伝達手段を問う
答　課題認識し多重配信を強化する

防
災
計
画

断
水
被
害
想
定
は

答
　直
後
3.5
万
人
、
１
ヶ
月
後
も
1.4
万
人

断水

玉城 陽平  議員

被害想定

全壊 1092棟

半壊 1784棟

予測死者数 13人

重症者 104人

軽症者 381人

停電 3757軒

断水人口 3万5103人

上
水
道

下
水
道

1週間後

直後

1ヶ月後

3万2105人

3万5103人

1万3759人

1週間後

直後

1ヶ月後

2345人

7718人

56人

学
校
教
育
課
長




